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新 技 術 

の 成 果 

な   ど 

技 術 の 名 称 有機太陽電池を指向したナノカーボン複合材料作製技術 

ジ ャ ン ル 

■ ナノテク・材料  □ 医療・バイオ 

□ 情報関連・ＩＴ   □ 環境関連 

□ 製造技術     □ その他 

概    要 

  
 化学修飾により可溶化したカーボ

ンナノチューブとフラーレンとの

混合溶液を作製し、その溶媒極性を

変化させることで、カーボンナノチ

ューブ上にフラーレンが集積した

フラーレンネットワーク構造を、湿

式系で簡便に作製する技術を開発

した。 

マッチングを想定する

業界/用途利用分野 

 

有機薄膜太陽電池（OPV）など 

産業界へのアピール

ポイント/新規産業形

成の可能性 

OPVは、シリコン系の無機太陽電池よりも安価に作製可能であり、かつフ

レキシブル化が可能である。そのOPVの高効率化を目指し、活性層材料と

して有望なナノカーボン複合材料を開発した。 

従来技術に対する 

新規性･優位性 

カーボンナノチューブを土台として用いることで、従来は作製困難であっ

た 10-20nm 程度の直径を有するフラーレンネットワーク構造を構築でき

る。 

実用化に向けた課題 

 より細い直径（5-10nm程度）を有するフラーレンネットワークの構築。

 フラーレンネットワーク構造と、共役系高分子との複合膜の作製条件

の最適化による太陽電池性能の向上。 
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